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１  多様な人材が活躍できる農業経営の実現 

５  畜産業の競争力強化 

４  県産農林水産物の魅力の向上と販売促進 

７  水産業のさらなる振興 

◎農林業専門職大学設置推進関係事業費 252,893千円  
  ・専門職大学の設置に向けた大学の具体的な内容を定める基本計画の検討 
 ・専門職大学の開学に向けたキャンパス整備等の推進【新規】 

◎農業労働力確保等対策推進事業費 2,617千円  

 ・園芸作物の農繁期における労働力確保等に向けた取組みの推進 
 ・海外からの農作業体験モニターツアーの実施【新規】 

○元気な農業経営による所得1.3倍プロジェクト事業費 44,444千円  
 ・トップランナーやスーパートップランナーを目指す農業者の「経営力向上」と「経営発展の取組み」を一体的に支援  

◎農地中間管理事業費 215,332千円  
 ・人・農地プランを核とした取組みの推進による農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積・集約の推進 

 ・農地利用集積円滑化事業との統合一体化による、農地の集積・集約化の推進【新規】 
○やまがたスマート農業普及推進事業費 88,223千円  
   ・少ない労力で高い生産性を目指すＩＣＴ活用による「スマート農業」の普及推進 
  ・水稲栽培及びすいか栽培におけるスマート農業技術一貫体系の現地実証 
   ・農林大学校におけるスマート農業技術講座等の開催 

●がんばる中山間農業・農村省力化パイロット事業費 31,500千円【新規】  
  ・中山間地域の労働力不足に対応した、新技術導入による農地管理の省力化や様々な主体が地域農業の担い手となる新  
  たな仕組みづくりを目指すパイロット事業への支援    ◎畜産経営競争力強化支援事業費 122,361千円  

    ・意欲ある担い手の規模拡大等に必要な施設・機械の整備の支援 

    ・中小畜産農家の競争力強化のための施設・機械の整備の支援【新規】 

 ◎やまがたの和牛増頭戦略事業費 25,275千円  
     ・総称山形牛のブランド力強化に向けた繁殖肥育一貫経営における食味を重視した飼養体系の実証【新規】  
 ●ＣＳＦ等対策事業費 41,067千円【新規】  
     ・CSF（豚熱）等の侵入防止に向けた防疫体制の強化と養豚経営体が行う侵入防止対策の強化への支援                                                                  

◎漁業成長産業化支援事業費 68,479千円  
   ・新「最上丸」や「おいしい魚加工支援ラボ」を活用した水産資源の付加価値向上等の取組みの支援 
  ・産地の競争力強化に向けた水産施設の機能向上等への支援【新規】 

○漁港・漁場整備事業費 709,795千円 
   ・漁港施設の長寿命化や耐震耐津波強化対策による水産物供給のための漁港整備と水産資源確保のための漁場整備 

◎庄内浜トップブランド水産物創出事業費 10,404千円  
   ・庄内浜産水産物の消費拡大に向けたブランド魚種の創出のための取組みの支援 

  ・庄内浜産水産物の付加価値向上と安定供給のための蓄養モデル事業の実施【新規】                                   

◎食産業ネットワーク形成事業費 316,023千円  
   ・多様な事業者による県産農林水産物の加工・販売の取組みや、地域ぐるみによる６次産業化の取組みへの支援 
  ・輸出先のニーズに対応したHACCP（ハサップ）等の基準を満たすために行う食品製造業者等の施設整備への支援【新規】 

◎山形のうまいもの商品力・販売力強化事業費 18,420千円  
   ・県産農林水産物を使用した商品開発・改良の取組みへの支援、加工食品の優良事例の顕彰等を通じた県内外への情報発   
  信及び販路の開拓・拡大 
  ・食品製造業者等の商品開発力の強化や販路の開拓・拡大に向けたセミナーの開催、大型食品展示会出展への支援【新規】 

◎食育・地産地消推進事業費 7,398千円  
   ・県産農林水産物のＰＲ・利用拡大に向けた、高校生と民間企業が連携して取り組む商品開発への支援【新規】 

○戦略的農産物販路・販売拡大事業費 4,407千円  
   ・首都圏・関西圏以外の主要都市圏における県産農産物の需要創出に向けた販路・販売拡大への支援 
  ・輸出アクションプランを推進するためのセミナー等の開催及びバイヤー招聘 

○安全安心農産物生産推進事業費 8,525千円  
   ・産地の信頼性確保を目指した東京オリンピック・パラリンピックの食料調達基準を満たす山形県版ＧＡＰの第三者認証の推進 

  ・輸出等の販路拡大につながる国際水準ＧＡＰ取得に向けた指導体制構築や取得農家への支援                               

◎山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化推進事業費 134,487千円  
   ・日本を代表するブランド米「つや姫」の評価のさらなる向上、「雪若丸」の認知度向上に向けた生産・販売・コミュニケー 
  ションの戦略的な取組みの展開 
  ・「雪若丸」の生産組織における品質・食味のレベルアップと適正収量の確保に向けた取組みへの総合的な支援【新規】 

○水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業費 4,324,005千円  
   ・ほ場の大区画化や水田の汎用化等の基盤整備による担い手への農地集積・集約化、低コスト・省力化及び高付加価値化 
  の推進 

◎防災減災事業費 4,530,040千円  
   ・災害被害の未然防止に向けた農業用用排水施設や地すべり防止施設の整備の推進 
  ・防災重点ため池の整備の推進とため池の監視・管理体制の強化 

  ・小規模な防災重点ため池の整備の推進【新規】                                                  

２  水田農業の収益性の向上 

○園芸大国やまがた推進事業費 211,186千円  
  ・大規模園芸団地づくりに向けた合意形成及び施設・機械整備に対する支援 
  ・本県の気象条件に適応した次世代型施設園芸の実証 

◎園芸大国やまがた産地育成支援事業費 1,364,178千円  
   ・さくらんぼ・えだまめ等の省力化設備導入等、収益力向上に一体的かつ計画的に取り組む園芸産地の施設・機械の 
   導入等に対する支援 

◎園芸作物基盤技術開発事業費 10,668千円  
  ・新園芸試験場等における園芸作物の省力・低コスト・安定生産技術の開発 
  ・野菜・花きの周年生産を目指した人工光源の活用技術の開発【新規】 

◎山形さくらんぼ生産力・ブランド力強化推進事業費 15,617千円  
  ・さくらんぼの生産力・ブランド力強化に向けた結実安定及び厳選出荷の推進 
  ・新品種「やまがた紅王」の大玉生産に向けた取組みの推進及びＰＲの強化【新規】 

○第２期山形枝豆・夏すいか日本一プロジェクト事業費 8,392千円  
  ・光センサーを活用したえだまめの食味向上に向けた取組み強化と販売戦略への活用 

  ・すいかの品質向上によるブランド力の強化                                                     

３  「園芸大国やまがた」の実現 

◎やまがた森林ノミクス推進事業費 102,469千円 
  ・森林資源の循環利用推進のための再造林支援と県産木材の安定的な供給体制の整備 
   ・広葉樹資源の有効活用に向けた広葉樹製材のＪAS認定取得の支援【新規】 

◎「やまがた森林ノミクス」森林管理システム推進事業費 36,560千円 
  ・新たな森林管理システムを推進するための市町村に対する支援、林業経営者の育成・確保、高性能林業機械の導入促進 
  ・食器など日用品の木製化に向けたモデル的取組みへの支援【新規】 

○東京オリンピック・パラリンピック木材供給事業費 3,702千円  
  ・東京オリンピック・パラリンピックへ提供した県産木材の大会レガシーとしての活用方法の検討 

●スマート林業推進事業費 18,323千円【新規】 
  ・森林・地形情報の精度向上を図り、森林資源の更なる循環利用を推進するための航空レーザ測量の実施 

  ・造林事業におけるリモートセンシング技術等の活用に向けた実証試験の実施               

６  「やまがた森林ノミクス」の推進 

   地域の豊かさを支え、高いブランド力で国内外に展開する農林水産業 

     ブランド化や生産性の向上等による競争力の高い農林水産業経営を実現することで、若者が産業 
      としての魅力を感じ、多様な農林水産業者一人ひとりが豊かさを実感できる農林水産業を目指す 

     

第３次農林水産業元気再生戦略に掲げる共通目標 

 ＝共通目標指標＝   ■農林水産業を起点とする産出額３，５００億円 

                ■生産農業所得１．３倍、東北１位 

目標達成に向けた分野別の７つの基本戦略 

●新規  ◎拡充  ○継続 

予算総額 44,026百万円 

対前年比    ▲1.8％ 



予算額 一般財源 予算額 一般財源

6,914,606 6,756,512 6,989,123 6,768,431 1.1

扶 助 費 等 0 0 0 0 －

維 持 修 繕 費 171,365 167,694 186,485 182,785 8.8

貸 付 金 3,034,419 534,419 3,034,218 534,218 0.0

出 資 金 15,830 15,830 20,059 20,059 26.7

積 立 金 108,003 54,272 135,061 81,407 25.1

補 助 費 等 8,711,560 2,517,073 8,601,794 2,513,513 ▲ 1.3

物 件 費 1,762,915 999,104 1,957,199 947,634 11.0

計 13,804,092 4,288,392 13,934,816 4,279,616 0.9

公 共 事 業 費 17,161,722 642,137 18,776,079 557,887 9.4

単 独 事 業 費 5,274,770 1,311,766 2,554,644 1,074,030 ▲ 51.6

公共災害復旧事業費 1,096,457 42,457 946,376 34,630 ▲ 13.7

単独災害復旧事業費 93,112 26,012 32,455 24,855 ▲ 65.1

国 直 轄 事 業 負 担 金 455,673 1,150 786,160 1,237 72.5

計 24,081,734 2,023,522 23,095,714 1,692,639 ▲ 4.1

26,498 6,498 6,251 6,251 ▲ 76.4

44,826,930 13,074,924 44,025,904 12,746,937 ▲ 1.8

(注) 総合支庁予算を含む。

令和２年度農林水産部当初予算の概要
令和2年2月

１　一般会計（性質別） （単位：千円、％）

区　　分
令和元年度当初予算(A) 令和2年度当初予算(B) 伸び率

（予算額）
(B)/(A)

人　　件　　費

一
般
行
政
費

投
資
的
経
費

そ　　の　　他

合　　計

1



２　農業改良資金特別会計

伸び率
(B)/(A)

▲ 26.2

▲ 11.2

▲ 25.9

３　沿岸漁業改善資金特別会計

伸び率
(B)/(A)

0.0

▲ 0.1

0.0

４　林業改善資金特別会計

伸び率
(B)/(A)

▲ 3.3

▲ 1.4

▲ 3.3

業務勘定
4,086 4,028

計
223,295 216,034

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度当初予算(A) 令和2年度当初予算(B)

貸付勘定
219,209 212,006

業務勘定
763 762

計
50,763 50,762

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度当初予算(A) 令和2年度当初予算(B)

貸付勘定
50,000 50,000

業務勘定
1,650 1,466

計
88,529 65,614

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度当初予算(A) 令和2年度当初予算(B)

貸付勘定
86,879 64,148
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　部局名：農林水産部　
Ⅰ　主な要求事業

　１．多様な人材が活躍できる農業経営の実現 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・専門職大学の設置に向けた、大学の具体的な内容
を定める基本計画の検討等

・専門職大学校舎等の基本・実施設計の実施【新規】

・専門職大学校舎等の整備予定地にある農林大学校
旧学生寮の解体【新規】

・園芸作物の農繁期における労働力確保等に向けた
取組みの推進

・海外からの農作業体験モニターツアーの実施【新規】

3
農業経営・担
い手支援課

元気な農業経営
による所得1.3倍
プロジェクト事業
費

44,444

・人・農地プランを核とした取組みの推進による農地中
間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積・
集約の推進

・農地利用集積円滑化事業との統合一体化による、農
地の利用集積・集約の推進【新規】

・少ない労力で高い生産性を目指すＩＣＴ活用による
「スマート農業」の普及推進

・水稲栽培及びすいか栽培におけるスマート農業技術
一貫体系の現地実証

・農林大学校におけるスマート農業技術講座等の開催

6 農村計画課

がんばる中山間
農業・農村省力
化パイロット事
業費

31,500 新規

　２．水田農業の収益性の向上 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・日本を代表するブランド米「つや姫」の評価のさらな
る向上、「雪若丸」の認知度向上に向けた、生産・販
売・コミュニケーションの戦略的な取組みの展開

・「雪若丸」の生産組織における品質・食味のレベル
アップと適正収量の確保に向けた取組みへの総合的
な支援【新規】

8 農村整備課

水田農業低コス
ト・高付加価値
化基盤整備事
業費

4,324,005

・災害被害の未然防止に向けた農業用用排水施設や
地すべり防止施設の整備の推進
・防災重点ため池の整備の推進とため池の監視・管理
体制の強化

・小規模な防災重点ため池の整備の推進【新規】

4 農村計画課
農地中間管理
事業費

215,332 拡充

5
農業技術環
境課

やまがたスマー
ト農業普及推進
事業費

88,223

中山間地域の労働力不足に対応した、新技術導入に
よる農地管理の省力化や様々な主体が地域農業の担
い手となる新たな仕組みづくりを目指すパイロット事業
への支援

令和２年度当初予算　主要事業一覧

事　　　業　　　概　　　要

事　　　業　　　概　　　要

トップランナーやスーパートップランナーを目指す農業
者の「経営力向上」と「経営発展の取組み」を一体的に
支援

9 農村整備課
防災減災事業
費

4,530,040 拡充

1 農政企画課
農林業専門職
大学設置推進
関係事業費

252,893 拡充

ほ場の大区画化や水田の汎用化等の基盤整備による
担い手への農地集積・集約化、低コスト・省力化及び
高付加価値化の推進

7
県産米ブラン
ド推進課

山形「つや姫」
「雪若丸」ブラン
ド化推進事業費

134,487 拡充

2
農業経営・担
い手支援課

農業労働力確
保等対策推進
事業費

2,617 拡充

3



　３．「園芸大国やまがた」の実現 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・大規模園芸団地づくりに向けた合意形成及び施設・
機械整備の支援
・本県の気象条件に適応した次世代型施設園芸の実
証

11
園芸農業推
進課

園芸大国やまが
た産地育成支援
事業費

1,364,178 拡充

・新園芸試験場等における園芸作物の省力・低コスト・
安定生産技術の開発

・野菜・花きの周年生産を目指した人工光源の活用技
術の開発【新規】

・さくらんぼの生産力・ブランド力強化に向けた結実安
定及び厳選出荷の推進

・新品種「やまがた紅王」の大玉生産に向けた取組み
の推進及びPRの強化【新規】

・光センサーを活用したえだまめの食味向上に向けた
取組み強化と販売戦略への活用

・すいかの品質向上によるブランド力の強化

　４．県産農林水産物の魅力の向上と販売促進 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・多様な事業者による県産農林水産物の加工・販売の
取組みや、地域ぐるみによる６次産業化の取組みへ
の支援

・輸出先のニーズに対応したHACCP等の基準を満た
すために行う食品製造業者等の施設整備への支援
【新規】

・県産農林水産物を使用した商品開発・改良の取組み
への支援、加工食品の優良事例の顕彰等を通じた
県内外への情報発信及び販路の開拓・拡大

・食品製造業者等の商品開発力の強化や販路の開
拓・拡大に向けたセミナーの開催及び大型食品展示
会への出展の支援【新規】

・本県の魅力ある農林水産物や食文化に触れる機会
の創出、食育・地産地消の機運醸成
・県産農林水産物のＰＲ・利用拡大に向けた、高校生
と民間企業が連携して取り組む商品開発への支援
【新規】

・首都圏・関西圏以外の主要都市圏における県産農
産物の需要創出に向けた販路・販売拡大への支援
・輸出アクションプランを推進するためのセミナー等の
開催及びバイヤー招聘

・最新の現地ニーズに対応した輸出アクションプランの
改訂
・産地の信頼性確保を目指した東京オリンピック・パラ
リンピックの食料調達基準を満たす山形県版ＧＡＰの
第三者認証の推進

・輸出等の販路拡大につながる国際水準GAP取得に
向けた指導体制構築や取得農家への支援

13
園芸農業推
進課

山形さくらんぼ
生産力・ブランド
力強化推進事
業費

15,617

10
園芸農業推
進課

６次産業推進
課

食産業ネット
ワーク形成事業
費

316,023      

事　　　業　　　概　　　要

事　　　業　　　概　　　要

拡充

拡充

食育・地産地消
推進事業費

7,398

６次産業推進
課

さくらんぼ・えだまめ等の省力化設備の導入等、収益
力向上に一体的かつ計画的に取り組む園芸産地の施
設・機械の導入等に対する支援

園芸大国やまが
た推進事業費

211,186

16 拡充18,420
山形のうまいも
の商品力・販売
力強化事業費

拡充17
６次産業推進
課

4,407
戦略的農産物
販路・販売拡大
事業費

19
農業技術環
境課

安全安心農産
物生産推進事
業費

8,525

12
農業技術環
境課

園芸作物基盤
技術開発事業
費

10,668 拡充

14
園芸農業推
進課

第２期山形枝
豆・夏すいか日
本一プロジェクト
事業費

8,392

６次産業推進
課

18

15

4



　５．畜産業の競争力強化 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・意欲ある担い手の規模拡大等に必要な施設・機械の
整備の支援
・中小畜産農家の競争力強化のための施設・機械の
整備の支援【新規】

・繁殖雌牛能力向上に向けた導入支援

・総称山形牛のブランド力強化に向けた繁殖肥育一貫
経営における食味を重視した飼養体系の実証
【新規】

・繁殖農家等の巡回指導による繁殖管理技術の向上
への支援

22 畜産振興課
CSF等対策事業
費

41,067 新規

　６．「やまがた森林ノミクス」の推進 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・森林資源の循環利用推進のための再造林支援

・県産木材の安定的な供給体制の整備

・広葉樹資源の有効活用に向けた広葉樹製材のＪＡＳ
認定取得の支援【新規】

・新たな森林管理システムを総合的に推進するための
市町村支援、林業経営者の育成・確保

・ ＩＣＴを活用した森林情報の高度化、高性能林業機械
の導入促進

・県産木材の利用拡大の促進等

・食器など日用品の木製化に向けたモデル的取組み
への支援【新規】

25
森林ノミクス
推進課

東京オリンピッ
ク・パラリンピッ
ク木材供給事業
費

3,702

・森林・地形情報の精度向上を図り、森林資源の更な
る循環利用を推進するための航空レーザ測量の実
施
・造林事業におけるリモートセンシング技術等の活用
に向けた実証試験の実施

　７．水産業のさらなる振興 （単位：千円）

番号 担　当　課 事　業　名 予算額 区分

・新「最上丸」による新規漁場・新資源の開拓及び「お
いしい魚加工支援ラボ」を活用した新資源の付加価
値向上の取組みの支援

・産地の競争力強化に向けた水産施設の機能向上等
への支援【新規】

28 水産振興課
漁港・漁場整備
事業費

709,795

・庄内浜産水産物の消費拡大に向けたブランド魚種の
創出のための取組みの支援

・庄内浜産水産物の付加価値向上と安定供給のため
の蓄養モデル事業の実施【新規】

29 水産振興課
庄内浜トップブラ
ンド水産物創出
事業費

10,404

拡充

拡充

拡充

事　　　業　　　概　　　要

漁港施設の長寿命化や耐震耐津波強化対策による水
産物供給のための漁港整備と水産資源確保のための
漁場整備

CSF（豚熱）等の侵入防止に向けた防疫体制の強化と
養豚経営体が行う侵入防止対策の強化への支援

事　　　業　　　概　　　要

事　　　業　　　概　　　要

東京オリンピック・パラリンピックへ提供した県産木材
の大会レガシーとしての活用方法の検討等

新規

122,361

21

26
森林ノミクス
推進課

スマート林業推
進事業費

18,323

24
森林ノミクス
推進課

やまがた森林ノ
ミクス森林管理
システム推進事
業費

36,560

森林ノミクス
推進課

やまがた森林ノ
ミクス推進事業
費

102,469 拡充

20 畜産振興課
畜産経営競争
力強化支援事
業費

畜産振興課
やまがたの和牛
増頭戦略事業
費

25,275 拡充

23

27 水産振興課
漁業成長産業
化支援事業費

68,479 拡充
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【農林水産部】

◆ 条例案件　　１件

番  号 案　　　件　　　名 提　案　理　由

議第48号
山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定
について

家畜伝染病予防法の一部改正に伴い、規定の
整備を図るためのもの

◆ 条例以外の案件　　１件

番  号 案　　　件　　　名 概　　要

議第77号 第４次山形県総合発展計画の策定について
本県の新しい県づくりの指針となる第４次山
形県総合発展計画を策定するためのもの

令和２年２月定例会　議案説明会

＜令和２年度分＞

＜予算案件以外の案件一覧＞



【農林水産部】

〔一般会計〕

１　総括表

２　主な内容

　（１）昨今の情勢を踏まえた緊急対応 2,998千円

       　 漁業無線更新補助・いかの不漁等に対応した漁業者への支援

　（２）「雪若丸」の首都圏での販売の促進 21,000千円

　（３）政府の補正予算への対応 12,947,930千円

　　　 ① 競争力強化・安全安心に向けた農林水産業施設の整備等（主なもの）

　　　　　 ※繰越明許費を併せて設定

         ・農地の大区画化及び農業水利施設等の整備　 6,667,530千円

         ・畜産の経営規模拡大に向けた施設整備に対する支援 3,842,056千円

         ・高性能林業機械の導入や間伐材生産、木材加工流通施設等に対する支援  899,926千円

         ・意欲ある担い手への農業用機械・施設の導入に対する支援　 410,850千円

         ・荒廃山地の復旧工事及び地すべり防止工事等 396,700千円

　　　 ② 国直轄による農業水利施設整備に伴う県負担金 94,208千円

　（４）事業実績等により減額する事業（主なもの）

　　　 ① 災害復旧関連事業 △817,688千円

　　　 ② 治山事業 △448,411千円

　　　 ③ 農地集積推進事業 △442,004千円

　　　 ④ 低コスト・高付加価値化基盤整備事業（一般型） △386,269千円

　（５）債務負担行為の設定

　　　 ① 漁港浚渫事業 限度額 　21,000千円

　　　 ② 治山事業 限度額　240,000千円

　　　 ③ 民有林林道整備事業 限度額　 24,000千円

　　　 ④ 治山施設災害復旧工事請負契約

期間の変更（H30～R1をH30～R2に変更）

限度額の変更（54,000千円を104,000千円に変更）

令和２年２月定例会 議案説明会

＜農林水産部所管の２月補正予算の概要＞

（単位：千円）

令和元年度現計予算 ２月補正 ２月補正後

45,555,092        8,653,578 54,208,670        



【農林水産部】

◆ 条例案件　　なし

◆ 条例以外の案件　　１件

番  号 案　　　件　　　名 概　　要

議第17号
水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業
等に要する費用の一部負担について

水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事
業等に要する費用の一部を受益市町村に対し
負担させるためのもの

令和２年２月定例会　議案説明会

＜予算案件以外の案件一覧＞

＜令和元年度分＞



 

議第48号 

山形県手数料条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

現   行 改 正 案 

（手数料の徴収） （手数料の徴収） 

第２条 県は、次の各号に掲げる事務につき、そ

れぞれ当該各号に定める手数料を徴収する。こ

の場合における当該手数料の金額は、当該各号

に特別の計算単位の定めのあるものについては

その計算単位につき、その他のものについては

１件につきそれぞれ当該各号に定める額とす

る。 

第２条 県は、次の各号に掲げる事務につき、そ

れぞれ当該各号に定める手数料を徴収する。こ

の場合における当該手数料の金額は、当該各号

に特別の計算単位の定めのあるものについては

その計算単位につき、その他のものについては

１件につきそれぞれ当該各号に定める額とす

る。 

 (１)～(308)  －略－    (１)～(308) －略－   

 (309) 家畜伝染

病予防法第６条

第１項又は第31

条第１項の規定

に基づく家畜の

注射又は薬浴 

家畜注射

又は家畜

薬浴の手

数料 

次の表の

左欄に掲

げる区分

に応じ、そ

れぞれ同

表の右欄

に定める

額 

  (309) 家畜伝染

病予防法第６条

第１項又は第31

条第１項の規定

に基づく家畜の

注射又は薬浴 

家畜注射

又は家畜

薬浴の手

数料 

次の表の

左欄に掲

げる区分

に応じ、そ

れぞれ同

表の右欄

に定める

額 

 

  

 区分 金額   区分 金額  

 イ 家

畜注射 

－略－ －略－   イ 家

畜注射 

－略－ －略－  

 豚コレラ予

防注射 

－略－   豚熱予防注

射 

－略－  

 －略－ －略－   －略－ －略－  

 ロ －略－   ロ －略－  
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